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爆

F
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t

p
r

i
n
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私
の
二
〇
〇
九
年 

 

爆
六

 
六
十

 
十
五

 
五
年

 
年
目 目
を を
迎 迎
ええ
る

 渉
が
始
ま
っ
て
い
る
と
か
、
他
の

核
保
有
国
も
黙
視
せ
ず
共
同
歩

調
を
取
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
軍

拡
の
み
が
進
行
、
戦
略
核
兵
器

削
減
条
約
な
ど
の
停
滞
す
る
歴

史
を
見
て
き
た
私
に
は
、
有
頂
天

に
歓
べ
な
い
複
雑
な
感
情
が
一
方

に
残
る
。 

る
年

 
年
に

 写真資料 
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に
思

 
思
う

 
う
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昨
年
十
一
月
十
七
日
、
深
堀
部
会
長
が
、

財
団
法
人
・
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
（
京

都
市
）
の
平
成
二
十
一
年
度
社
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
賞
を
受
賞
し
た
。 

同
賞
は
、
地
域
密
着
型
の
地
道
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ

に
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
深
堀
部
会
長

は
、
被
爆
写
真
の
検
証
作
業
に
三
十
年
間
た

ず
さ
わ
っ
た
功
績
を
認
め
ら
れ
た
。 

２ ０ １ ０ 年

 第６号 

こ
とと  

 

戦
後
、
長
崎
に
進
駐
し
た
連
合

軍
は
二
万
五
千
人
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
中
に
は
従
軍
記
者
を
は
じ
め
、

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
氏
の
よ
う
に
個
人
で
撮

影
し
た
原
爆
写
真
を
本
国
に
持
ち

帰
っ
た
将
兵
が
存
在
す
る
に
違
い

な
い
。
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
が

公
表
し
た
写
真
を
含
め
、
ア
メ
リ
カ

に
眠
る
未
公
開
写
真
の
行
方
を
思

う
と
私
は
頭
が
痛
く
な
る
。 

 

部会 30 年 念 （ 21.発足 周 記 写真展 H 8.4～10） 

二
〇
〇
九
年
、
一
番
の
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ば
、
や
は
り
オ

バ
マ
米
大
統
領
の
核
廃
絶
演
説

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
の
被
爆
者
に
と
り
力
強
い

朗
報
で
あ
り
、
勇
気
を
与
え
ら

れ
た
と
思
う
。
伝
聞
に
よ
る
と
早

く
も
米
・
ロ
二
国
間
で
核
軍
縮
交 

深
堀
好
敏 

山里町中央部より北東を望む 

 

部
会
で
は
昨
年
六
月
、
市
内
の
中

学
校
で
原
爆
写
真
展
を
開
催
し

た
。
こ
の
学
校
に
は
平
和
推
進
委
員

と
い
う
生
徒
組
織
が
あ
り
、
写
真
の

展
示
か
ら
後
片
付
け
・
広
報
に
至
る

ま
で
す
べ
て
委
員
の
生
徒
た
ち
が
行

っ
て
く
れ
た
。
写
真
展
が
終
わ
っ
て

数
ヶ
月
後
の
或
る
日
、
私
は
県
美
術

館
で
開
催
さ
れ
て
い
た
平
和
イ
ベ
ン

ト
で
、
朗
読
を
し
て
い
る
彼
ら
を
偶

然
見
か
け
感
動
し
た
。
写
真
展
の
と

き
も
実
感
し
た
生
徒
た
ち
の
平
和
へ

の
取
り
組
み
は
、
日
頃
指
導
を
続
け

る
教
師
の
熱
意
と
努
力
の
た
ま
も
の

だ
ろ
う
か
。
近
年
高
校
生
に
よ
る
一

万
人
署
名
活
動
や
国
連
へ
の
平
和

大
使
派
遣
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
高

校
生
の
後
に
続
く
中
学
生
が
順
調

に
育
っ
て
い
る
現
象
に
、
何
だ
か
私

は
期
待
が
ふ
く
ら
む
。 

エ
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ 

 

さ
て
今
回
、
私
は
エ
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス

氏
（
当
時
十
九
歳
）
の
写
真
に
触
れ

て
お
き
た
い
。
彼
は
一
九
四
五
年
九

月
、
諫
早
市
の
小
野
飛
行
場
に
進

駐
、
翌
十
月
、
三
菱
長
崎
造
船
所

を
接
収
し
た
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
ズ

（
第
一
大
隊
海
軍
第
十
連
隊
司
令

本
部
）
に
異
動
し
た
。
そ
し
て
、
四

六
年
四
月
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
す
る 

ま
で
の
間
、
休
日
を
利
用
し
て
長
崎

市
内
の
光
景
を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。

そ
れ
か
ら
五
〇
年
後
の
九
五
年
（
平

成
七
年
）
秋
、
彼
は
当
時
撮
影
し
た

約
三
〇
〇
枚
の
写
真
を
携
え
再
び

来
日
し
た
。
長
崎
原
爆
資
料
館
は

長
崎
に
立
寄
っ
た
彼
か
ら
、
そ
の
内

の
二
〇
〇
枚
を
購
入
し
た
。
私
は
写

真
の
選
別
を
手
伝
う
際
「
あ
な
た
は

爆
心
の
丘
に
立
っ
た
と
き
何
を
感
じ

た
か
」
尋
ね
て
み
た
。
彼
は
「
長
崎
に

進
駐
す
る
ま
で
原
子
爆
弾
に
つ
い
て

は
一
切
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
・
・
・
・
・

す
ご
い
と
思
っ
た
・
・
・
・
・
」
心
な
し
か

瞳
を
伏
せ
て
答
え
た
。
そ
し
て
、
そ

の
と
き
使
用
し
た
カ
メ
ラ
は
長
崎
市

内
で
物
々
交
換
し
た
も
の
で
、
ケ
ー

ス
に
は
「
秋
山
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と

語
っ
て
く
れ
た
。 

Ｈ２１年８月９日付、イタリア北部ピアチ

ェンツァ県の地方紙「リベルタ新聞」で、

原爆特集が掲載された。           



 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

「
パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
」
が
最
初
に
投
下
さ
れ
た
東
北
・
福
島
市 

 

 

 

原
爆
と
大
き
な
関
係
が
あ
る
。 最（米軍撮影）

そ
れ
は
「
パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
」
が

初

に
投
下
さ
れ
た
都
市
の
一
つ
だ
か

ら
で
あ
る
。
パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
と
は

原
爆
投
下
訓
練
の
た
め
に
米
軍
が

使
用
し
た
大
型
爆
弾
で
重
さ
は
五

ト
ン
余
り
、
全
体
が
オ
レ
ン
ジ
色
に

塗
ら
れ
て
い
た
た
め
パ
ン
プ
キ
ン
と

呼
ば
れ
、
長
崎
原
爆
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン

と
同
じ
形
を
し
た
大
型
爆
弾
で
あ

る
。
太
平
洋
戦
争
終
戦
間
際
に
四

十
九
発
が
全
国
二
十
八
都
市
に

投
下
さ
れ
た
が
、
福
島
市
に
は
七

月
二
十
日
に
投
下
さ
れ
十
四
歳
の

少
年
一
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
の

パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
の
破
片
を
地
元
の

人
が
拾
い
、
爆
死
し
た
少
年
が
眠

る
菩
提
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

終
わ
り
名
物
の
桃
の
季
節
と
な
っ
て

い
た
が
、
長
崎
と
同
じ
く
真
夏
の
日

差
し
が
照
り
つ
け
て
い
た
。
福
島
市
は

昭
和
六
十
一
年
に
「
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
「
…
我
が
福

島
市
域
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
国
の

い
か
な
る
核
兵
器
も
配
備
、
貯
蔵
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
飛
来
・
通
過
す

る
こ
と
を
拒
み
、
核
兵
器
の
廃
絶
・

軍
備
縮
小
と
世
界
の
恒
久
平
和
の

実
現
を
願
う
『
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
』で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す

る
」と
謳
っ
て
い
る 

 

福
島
原
爆
資
料
展
は
大
成
功
と
い

え
る
。
私
は
一
昨
年
の
高
知
展
以

来
、
今
年
で
五
都
市
、
五
回
目
の
参

加
で
あ
る
。
会
場
は
Ｊ
Ｒ
福
島
駅
前

に
建
つ
、
市
役
所
別
館
と
も
い
う
べ

き
「
コ
ラ
ッ
セ
福
島
」
と
い
う
現
代
的

な
建
物
。
場
所
の
良
さ
だ
け
で
な

く
、
展
示
会
場
の
規
模
、
陳
列
方
法

な
ど
、
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
中
で
は

最
も
満
足
で
き
る
原
爆
展
と
な
っ

た
。
ま
た
ハ
ー
ド
面
以
上
に
良
か
っ
た

の
は
会
場
に
足
を
運
ぶ
市
民
た
ち
の

姿
勢
で
、
年
齢
層
の
広
さ
、
世
代
を

超
え
た
関
心
の
高
さ
に
は
感
服
し
た

 

長
崎
市
が
毎
年
、
全
国
の
非
核
宣

言
都
市
か
ら
数
ヶ
所
を
選
び
開
催

す
る
「
県
外
原
爆
資
料
展
」
、
平
成

二
十
一
年
度
は
東
北
地
方
・
福
島
県

福
島
市
で
七
月
二
十
二
日
か
ら
二

十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。 

私
は
長
崎
原
爆
資
料
館
・
高
木
留
美

子
さ
ん
、
長
崎
平
和
推
進
協
会
継

承
部
会
・
和
田
耕
一
さ
ん
と
と
も
に

写
真
資
料
調
査
部
会
を
代
表
し
て

参
加
、
福
島
の
人
々
に
原
爆
写
真
・

被
爆
資
料
等
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
福
島
市
は
東
北
の
玄
関
口

で
あ
る
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
シ
ー
ズ
ン
は 

今
年
は
よ
い
開
催
都
市
を
選
ん
だ

も
の
だ
と
思
う
。 

 

全
国
で
開
催
さ
れ
る
原
爆
展
に
こ

こ
数
年
、
ほ
ぼ
毎
年
参
加
し
て
思
う

こ
と
は
、
原
爆
展
を
訪
れ
る
人
た
ち

の
こ
と
で
あ
る
。
会
場
で
散
見
す
る

母
親
に
手
を
引
か
れ
見
入
る
小
学

生
、
父
親
と
一
緒
に
訪
れ
た
中
学

生
、
そ
し
て
高
校
生
等
、
彼
ら
に
は

ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
場
に
足
を
運
ん
で

欲
し
い
と
願
う
。
こ
れ
ら
の
若
者
た

ち
に
原
爆
の
こ
と
、
被
爆
者
の
こ

と
、
反
核
平
和
を
ぜ
ひ
継
承
し
て

欲
し
い
。
福
島
展
で
は
私
立
の
女
子

高
生
が
続
々
と
会
場
を
訪
れ
て
い

た
。
彼
女
達
に
「
な
ぜ
？
」
と
聞
く

と
、
「
担
当
の
先
生
が
『
原
爆
写
真

展
を
見
て
感
想
文
を
出
し
な
さ
い
』

と
の
宿
題
を
出
し
た
か
ら
」
、
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
宿
題
の
テ

ー
マ
が
原
爆
展
で
も
、
生
徒
達
に
関

心
が
な
け
れ
ば
会
場
に
足
を
運
ば

な
い
の
が
当
た
り
前
だ
が
、
福
島
の

女
子
高
生
た
ち
は
平
和
に
対
す
る

姿
勢
が
立
派
だ
と
思
っ
た
。 

 

原
爆
展
で
の
説
明
は
難
し
い
。
写

真
に
見
入
っ
て
い
る
人
た
ち
の
雰
囲

気
を
壊
し
た
ら
失
格
だ
と
思
う
。 

頃
あ
い
を
見
て
話
し
か
け
る
よ
う 

に
心
掛
け
て
い
る
。
会
場
に
必
ず
展

示
さ
れ
る
十
一
時
二
分
を
指
し
た

柱
時
計
、
全
国
ど
の
会
場
で
も
同
じ

だ
が
、
こ
の
時
刻
の
意
味
を
理
解
し

て
い
る
人
は
意
外
と
少
な
い
。
「
十
一

時
二
分
と
は
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
時
刻
で
す
よ
、
広
島
の
資
料

館
で
は
八
時
十
五
分
を
指
し
て
い
ま

す
。
」
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
長
崎
の

原
爆
投
下
は
昭
和
二
十
年
八
月
九

日
、
広
島
は
八
月
六
日
、
「
こ
の
日
だ

け
は
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
話

し
か
け
る
。
会
場
を
訪
れ
た
市
民
に

話
を
聞
い
た
。
小
学
生
の
女
の
子
を

連
れ
た
母
親
は
、
「
娘
が
学
校
か
ら

原
爆
展
の
チ
ラ
シ
を
も
ら
っ
て
来

た
。
福
島
で
は
こ
ん
な
展
示
会
が
な

い
と
原
爆
の
実
相
を
知
る
機
会
は
な

い
。
ま
た
私
に
と
っ
て
も
知
ら
な
い
世

界
、
子
ど
も
も
私
も
勉
強
に
な
っ

た
。
」
ま
た
、
中
年
男
性
は
「
広
島
、

長
崎
の
原
爆
記
念
日
に
は
黙
祷
を

し
て
い
る
。
広
島
に
は
行
っ
た
が
長
崎

は
遠
く
て
…
。
原
爆
を
知
る
い
い
機

会
で
し
た
。
」と
語
っ
た
。 

 

ま
た
、
福
島
原
爆
展
で
は
会
場
内

に
関
連
す
る
二
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
福
島

戦
災
の
コ
ー
ナ
ー
、
福
島
市
は
長
崎 

堀
田
武
弘 
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米軍撮影／工藤洋三（徳山工専教授）提供 

原
爆
投
下
作
戦
計
画
に
よ
れ
ば
、 

『
【
目
標
の
選
定
】
⒜
原
子
爆
弾
の
た

め
の
最
初
の
目
標
と
し
て
は
、
以
下

の
二
つ
の
理
由
か
ら
、
重
要
な
都
市

の
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
爆
弾
や
焼
夷

弾
の
被
害
を
受
け
て
い
な
い
も
の
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。 

パ
ン
プ
キ
ン
と
は
、
長
崎
原
爆
フ
ァ
ッ

ト
マ
ン
を
模
し
た
大
型
の
爆
弾
で
あ

る
。
原
爆
投
下
を
想
定
し
た
訓
練

用
と
し
て
使
用
さ
れ
、
そ
の
形
と
色

か
ら
パ
ン
プ
キ
ン
（
か
ぼ
ち
ゃ
）
と
呼

ば
れ
た
。
重
量
約
五
ト
ン
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火

薬
約
二
．
五
ト
ン
を
使
用
し
た
。 

会
場
に
展
示
さ
れ
て
い
た
パ
ン
プ
キ

ン
爆
弾
の
破
片
は
長
さ
約
五
〇
セ

ン
チ
、
重
さ
十
五
キ
ロ
、
厚
さ
は
な

ん
と
三
セ
ン
チ
も
あ
る
鉄
片
で
、
投

下
地
点
に
直
径
三
十
五
メ
ー
ト
ル

の
穴
を
開
け
た
と
い
う
パ
ン
プ
キ
ン

爆
弾
の
実
相
を
初
め
て
知
ら
さ
れ

た
。 

も
う
一
つ
が
長
崎
と
縁
深
い
「
古

関
裕
而
と
永
井
隆
」
展
の
コ
ー
ナ

ー
で
あ
る
。
古
関
裕
而
と
い
え
ば

「
長
崎
の
鐘
」
の
作
曲
者
で
、
地
元

の
人
に
聞
く
と
郷
土
の
偉
人
の
一

人
と
か
。
永
井
隆
の
写
真
や
、
「
長

崎
の
鐘
」
の
楽
譜
等
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。
市
内
に
は
古
関
裕
而
記

念
館
も
あ
り
、
こ
こ
も
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
な
じ
み
の
曲

館
内
に
流
れ
て
い
た
。 

が 

回
の
投
下
を
す
る
と
す
れ
ば
、
月
当

り
最
低
四
十
五
発
の
大
型
爆
弾
が

必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
極
め

て
早
期
の
会
議
で
は
、
第
五
〇
九
群

団
の
た
め
に
、
月
当
り
最
低
九
発
の

大
型
爆
弾
を
提
供
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
と
い
う
。 

パ
ン
プ
キ
ン
の
投
下
目
標
は
、
第
二

十
一
爆
撃
機
集
団
の
ル
メ
イ
少
将
が

選
出
し
、
全
体
で
は
お
よ
そ
七
〇
〇

箇
所
を
群
団
に
提
示
し
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
原
爆
の
投
下
は
に
白
昼

高
々
度
か
ら
の
目
視
爆
撃
が
採
用

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
原
爆
投
下
目
標

四
都
市
の
ほ
か
、
レ
ー
ダ
ー
爆
撃
に

適
し
た
都
市
は
対
象
か
ら
除
外
さ
れ

た
。
（
奥
住
喜
重
・
工
藤
洋
三
編
著

「
写
真
が
語
る
日
本
空
襲
」
現
代
史

科
出
版
） 

一
九
四
五
年
七
月
二
十
日
か
ら

八
月
十
四
日
に
か
け
て
、
富
山
、
長

岡
（
新
潟
県
）
、
敦
賀
（
福
井
県
）
、
福

島
、
東
京
、
島
田
（
静
岡
県
）
、
焼
津

（
静
岡
県
）
、
浜
松
（
静
岡
県
）
、
大
垣

（
岐
阜
県
）
、
名
古
屋
、
春
日
井
（
愛

知
県
）
、
豊
田
（
愛
知
県
）
、
四
日
市

（
三
重
県
）
、
大
阪
、
和
歌
山
、
新
居

浜
（
愛
媛
県
）
、
宇
部
（
山
口
県
）な
ど

一
都
二
府
十
五
県
二
十
九
市
町
の 

四
十
四
目
標
に
四
十
九
発
（
七
月
中

三
十
七
発
、
八
月
中
十
二
発
）
が
投

下
さ
れ
た
。 

原
爆
展
が
行
わ
れ
た
富
山
が
目

標
選
定
さ
れ
た
理
由
と
し
て
「
製
鋼

所
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
会
社
、
機
械
・
精

密
工
具
の
生
産
を
破
壊
す
る
事
に

よ
り
、
戦
力
減
退
を
狙
っ
た
」
と
あ

る
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
七
月
二
十

日
午
前
八
時
三
十
四
分
に
炸
裂
、

自
宅
近
く
の
田
ん
ぼ
で
草
取
り
を
し

て
い
た
十
四
歳
の
少
年
の
命
を
奪
っ

た
の
で
あ
る
。
極
め
て
不
十
分
な
概

数
で
は
あ
る
が
、
パ
ン
プ
キ
ン
の
た
め

に
四
〇
〇
名
を
超
え
る
死
者
と
、

一
、
二
〇
〇
名
を
超
え
る
負
傷
者
が

で
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。 

敗
戦
前
日
の
八
月
十
四
日
に
も

第
五
〇
九
混
成
群
団
か
ら
七
機
が

出
撃
し
、
愛
知
県
春
日
井
市
と
豊

田
市
に
七
発
の
パ
ン
プ
キ
ン
を
投
下

し
た
。
報
告
書
は
こ
の
七
発
を
訓
練

で
は
な
く
攻
撃
と
し
て
い
る
。 

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
、
戦
闘

は
終
了
。
パ
ン
プ
キ
ン
は
そ
れ
ま
で
に

四
十
九
発
が
日
本
に
投
下
さ
れ
た

が
、
な
お
六
十
六
発
が
残
っ
て
い
た
。

最
終
的
に
そ
れ
ら
は
全
て
海
上
投

棄
と
さ
れ
、
処
分
さ
れ
た
。 

⒝
京
都
、
小
倉
、
広
島
、
新
潟
の
四

つ
の
都
市
が
こ
れ
ら
の
要
求
を
満
た

し
て
お
り
、
そ
こ
で
そ
れ
ら
が
、
始

め
に
原
子
爆
弾
の
標
的
に
指
定
さ

れ
た
。
⒞
「
パ
ン
プ
キ
ン
」
（
訓
練
用
一

万
ポ
ン
ド
破
壊
爆
弾
）
を
使
っ
て
、
こ

れ
ら
の
原
子
爆
弾
投
下
任
務
の
遂

行
に
際
し
て
操
縦
や
目
標
の
確
認

が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
、
第
五
〇

九
戦
闘
要
員
に
こ
れ
ら
の
都
市
の

所
在
地
域
を
周
知
さ
せ
る
必
要
も

あ
っ
た
。
そ
こ
で
パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
で

攻
撃
す
る
た
め
の
先
行
爆
撃
目
標

が
、
原
子
爆
弾
目
標
都
市
の
周
辺

に
、
た
だ
し
そ
れ
ら
の
都
市
は
避
け

て
選
定
さ
れ
た
。
』
と
あ
る
。
（
奥
住

喜
重
・
工
藤
洋
三
訳
「
米
軍
資
料 

原
爆
投
下
の
経
緯
」 

東
方
出
版
） 

ま
た
、
一
九
四
四
年
十
二
月
二
十
八

日
、
グ
ロ
ー
ヴ
ス
少
将
の
執
務
室
で

開
か
れ
た
会
議
の
席
で
、
当
時
ま
だ

中
佐
で
あ
っ
た
テ
ィ
ベ
ッ
ツ
は
、
第

五
〇
九
群
団
の
所
属
機
に
対
し
て

は
、
隊
員
の
士
気
と
規
律
を
継
続
す

る
た
め
に
、
月
当
た
り
最
低
三
回
、

大
型
爆
弾
の
投
下
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
発
言
し
た
。 

第
五
〇
九
群
団
の
所
属
機
を
最
低

十
五
機
と
み
て
、
各
機
が
月
当
り
三 

 

模
擬
原
爆
（
パ
ン
プ
キ
ン
／

１
万
ポ
ン
ド
爆
弾
） 

 

パンプキン爆弾の破片 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

銭
座
町
聖
徳
寺
下
か
ら
大
学
附
属

病
院
へ
通
ず
る
道
路
沿
い
の
崖
に
は
、

数
多
く
の
横
穴
式
防
空
壕
が
掘
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
写
真
も
井
樋
の
口
近
く

目
覚
町
に
あ
っ
た
そ
の
ひ
と
つ
。 

 

一
九
四
五
年
八
月
九
日
、
午
前
七

時
四
八
分
警
戒
警
報
発
令
、
続
い
て

午
前
七
時
五
〇
分
空
襲
警
報
発
令

と
な
っ
た
が
、
午
前
八
時
三
〇
分
に
は

空
襲
警
報
は
解
除
に
な
り
、
市
民
は

防
空
壕
を
出
て
普
段
の
生
活
に
戻
っ

て
い
た
。 

午
前
十
一
時
二
分
、
突
如
天
を
裂

く
よ
う
な
閃
光
、
続
い
て
襲
っ
た
猛
烈 

「
封
印
」
さ
れ
た
長
崎
の
記
憶 

丸
田
和
男 
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な
爆
風
と
熱
線
、
即
死
を
免
れ
た

人
々
は
重
傷
に
喘
ぎ
助
け
を
求
め

な
が
ら
防
空
壕
に
殺
到
し
、
そ
の
多

く
が
こ
こ
で
息
絶
え
た
。
そ
の
中
に

は
周
辺
の
住
民
は
も
と
よ
り
、
近
く

の
三
菱
製
鋼
所
か
ら
避
難
し
て
き

た
従
業
員
や
動
員
学
徒
も
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
こ
の
世
の
地

獄
と
化
し
た
の
だ
っ
た
。 

 
戦
後
こ
の
界
隈
の
防
空
壕
は
多
く

が
埋
め
ら
れ
、
崖
の
前
に
建
物
が
建

ち
並
び
、
原
爆
の
傷
痕
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
爆
心
地
か

ら
一
．
四
キ
ロ
の
距
離
に
あ
っ
た
こ
の

目
覚
町
の
防
空
壕
は
、
「
封
印
」
さ

れ
た
ま
ま
そ
の
姿
を
と
ど
め
、
六
十

五
年
前
の
あ
の
日
の
悲
劇
を
無
言
で

語
り
続
け
て
い
る
。 

 三菱兵器茂里町工場一帯の航空写真。上方影

に見える崖部分に防空壕があった（米軍撮影） 

 

本
年
の
写
真
資
料
調
査
部
会
は
、

一
月
十
八
日
が
初
日
で
し
た
。
年
末

休
み
か
ら
数
え
る
と
約
一
ヶ
月
ぶ
り

の
再
会
、
ド
ア
を
開
く
と
メ
ン
バ
ー
の

顔
と
声
、
い
つ
も
の
空
間
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
時
期
特
別
の
予
定
は
な

く
、
各
々
が
自
主
的
な
作
業
を
進

め
、
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

最
近
は
マ
ス
コ
ミ
を
始
め
多
く
の
方
が

気
軽
に
訪
れ
る
場
所
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。
部
会
長
を
は
じ
め
、
こ
の
部

屋
に
は
魅
力
が
沢
山 

 

部
会
の
写

真
や
人
に
興
味
が
あ
る
方
は
一
度
、

覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

部
会
雑
記 

!?
ひ 

今
月
の
一
枚 

【 

被
爆
前
の
大
橋 

】  

昭和１１年頃撮影（提供：堺屋修一） 

 

 

第
４
号
で
紹
介
し
た
大
橋
橋

塔
で
す
が
、
上
部
の
突
起
が
何

か
理
解
で
き
な
い
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
現
在
確

認
さ
れ
て
い
る
被
爆
前
の
大
橋

の
写
真
を
二
枚
ご
紹
介
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

突
起
の
上
に
金
属
製
の
照
明
器

具
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の

が
確
認
で
き
ま
す
。
被
爆
時
は

金
属
供
出
に
よ
り
取
り
外
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

戦戦戦 時時時 中中中 ののの 市市市 立立立 長長長 崎崎崎 商商商 業業業 学学学 校校校 生生生 徒徒徒 たたた ちちち  

ののの記記記念念念撮撮撮影影影（（（卒卒卒業業業アアアルルルバババムムムよよよりりり）））   


